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『
逍
遙
遺
稿
』
札
記

｜
張
船
山
の
こ
と
他
　
｜

二
　
　
宮
　
　
俊
　
　
博

○
張
船
山
の
詩
と
中
野
逍
遙
・
正
岡
子
規
・
与
謝
野
鉄
幹

張
船
山
（
一
七
六
四
～
一
八
一
四
）
　
は
、
名
を
問
陶
、
字
を
仲
冶
と
い
い
、
船

山
は
そ
の
号
で
あ
る
。
内
閣
大
学
士
張
鵬
〓
の
玄
孫
に
あ
た
り
、
本
籍
は
四
川

省
遂
寧
で
あ
る
が
、
彼
自
身
は
父
の
任
地
山
東
省
館
陶
で
生
ま
れ
、
少
年
時
代

は
お
も
に
湖
北
省
漢
陽
で
過
し
た
。
二
十
五
歳
の
時
、
挙
人
と
な
り
、
二
年
後

の
乾
隆
五
十
五
年
進
士
に
第
三
甲
で
及
第
し
た
。
こ
の
時
、
第
一
甲
で
合
格
し

た
洪
亮
吉
（
字
は
稚
存
、
一
七
四
六
～
一
八
〇
九
）
と
は
終
生
渝
ら
ぬ
友
と
な
っ

た
。
翰
林
院
庶
吉
士
・
検
討
、
江
南
道
監
察
御
史
、
吏
部
験
封
司
郎
中
を
歴
任

し
た
後
、
　
山
東
省
〓
州
知
府
と
な
っ
た
が
、
上
官
と
の
間
に
齟
齬
を
生
じ
て
こ

れ
を
任
期
途
中
で
辞
し
、
嘉
慶
十
九
年
蘇
州
で
歿
し
た
。
行
年
五
十
一
。
官
界

で
は
さ
ほ
ど
振
わ
な
か
っ
た
も
の
の
つ
と
に
詩
名
高
く
、
三
十
歳
の
頃
に
洪
亮

吉
の
推
称
に
よ
っ
て
当
時
八
十
近
い
性
霊
派
の
領
袖
で
詩
壇
の
大
御
所
で
も

あ
っ
た
袁
枚
（
一
七
一
六
～
一
七
九
八
）
に
認
め
ら
れ
、
　
「
老
い
て
死
せ
ざ
る
所
以

の
者
は
、
未
だ
君
の
詩
を
読
ま
ざ
る
の
み
」
と
嘱
望
さ
れ
た
こ
と
は
有
名
な
話

で
あ
る
。
そ
の
集
に
は
、
嘉
慶
二
十
年
（
一
八
一
五
）
刊
の
『
船
山
詩
草
』
二
十
巻
が
あ

り
、
巻
一
の
楽
府
が
嘉
慶
元
年
三
十
三
歳
の
作
で
あ
る
の
を
除
い
て
、
各
巻
は

年
代
順
に
並
べ
ら
れ
、
巻
二
か
ら
巻
十
六
ま
で
が
、
十
五
歳
か
ら
四
十
歳
ま
で

の
作
を
収
め
、
巻
十
七
以
降
は
四
十
以
後
の
作
で
あ
る
。
更
に
道
光
十
九
年
（
一

八
四
九
）
に
は
『
船
山
詩
草
補
遺
』
六
巻
が
刊
行
さ
れ
た
。
そ
し
て
現
在
、
こ

れ
ら
は
中
華
書
局
刊
の
中
国
古
典
文
学
基
本
叢
書
に
収
め
ら
れ
て
お
り
、
そ
の

他
、
選
注
に
周
宇
激
編
『
船
山
詩
選
』
（
書
目
文
献
出
版
社
、
一
九
八
六
年
）
が
あ
っ

て
、
そ
の
巻
末
に
は
船
山
年
譜
が
附
せ
ら
れ
て
い
る
。

わ
が
国
で
は
、
嘉
永
元
年
（
一
八
四
八
）
に
篠
崎
弼
（
小
竹
）
校
点
序
の
『
船

山
詩
草
』
三
巻
が
、
嗣
い
で
同
三
年
に
は
同
じ
く
篠
崎
弼
校
点
広
瀬
健
（
淡
窓
）

序
の
『
船
山
詩
草
』
二
集
六
巻
が
刊
行
さ
れ
た
。
前
者
に
は
原
刊
本
の
巻
一
の

楽
府
を
除
い
て
、
巻
二
の
戌
丁
集
か
ら
巻
四
の
出
山
小
草
ま
で
船
山
十
五
歳
か

ら
二
十
六
歳
の
作
を
収
め
、
後
者
に
は
巻
五
の
松
〓
集
か
ら
巻
十
の
京
朝
集
ま

で
二
十
七
歳
か
ら
三
十
歳
に
至
る
作
を
録
し
て
お
り
、
両
者
は
い
ず
れ
も
現
在
、

一
三
五



二　宮　俊　博

汲
古
書
院
の
和
刻
本
漢
詩
集
成
補
編
第
二
十
集
に
影
印
さ
れ
て
い
る
。

船
山
の
詩
風
に
つ
い
て
は
、
張
維
屏
（
一
七
八
〇
～
一
八
五
九
）
が
『
国
朝
詩
人

徴
略
』
巻
五
十
一
に
自
著
の
『
聴
松
慮
詩
話
』
を
引
い
て
、

船
山
の
詩
は
、
生
氣
湧
出
し
、
生
趣
飛
夾
す
。
古
體
中
に
時
に
叫
囂
剽
滑

（
大
声
で
や
た
ら
と

叫
ぶ
が
上
滑
り

）
　
の
病
（
欠点

有
り
。
當
時
随
園
（
袁
枚
の
号

）
名
盛
ん
に
し
て
、
遊

戯
を
以
て
詩
を
爲
る
。
船
山
も
亦
た
未
だ
其
の
習
氣
に
染
む
る
を
免
れ
ず
。

近
體
に
至
っ
て
は
則
ち
空
靈
　
（
淸
新
で

〓
溂

）
　
を
極
め
亦
た
沈
鬱
を
極
め
、
能
く

あ
き
ら

刻
入
し
亦
た
能
く
淸
超
た
り
。
大
い
に
名
理
を
含
み
、
細
か
に
物
情
を
闡
か

に
す
。
或
い
は
古
を
論
じ
て
激
昂
し
、
或
い
は
情
を
言
ひ
て
婉
曲
、
或
い

は
聲
大
な
る
こ
と
鐘
鏞
　
（
つ
り
が
ね

）
　
の
如
く
、
或
い
は
味
爽
な
る
こ
と
菘
韭

（
あ
お
な

・
に
ら

）
の
如
く
し
て
、
幾
ん
ど
從
前
諸
名
家
の
外
に
於
い
て
又
た
一
境
を

ひ
ら闢
か
ん
と
欲
す
。

と
評
し
て
い
る
が
、
恐
ら
く
は
こ
れ
が
一
般
的
な
見
方
で
あ
ろ
う
。

船
山
詩
は
、
明
治
時
代
特
に
そ
の
前
半
期
に
、
広
く
読
ま
れ
た
ら
し
く
、
漢

詩
人
と
し
て
も
名
を
馳
せ
た
久
保
天
随
　
（
明
治
八
～
昭
和
九
）
　
は
、
昭
和
五
年
刊

の
続
国
訳
漢
文
大
成
『
高
靑
邱
詩
集
』
の
総
説
の
中
で
、
「
大
抵
、
邦
人
の
詩
を

學
ぶ
や
、
は
じ
め
張
船
山
よ
り
入
り
、
而
し
て
明
の
高
靑
邱
、
而
し
て
宋
の
陸

放
翁
、
こ
れ
を
其
鐵
門
限
と
な
す
。
船
山
詩
草
は
前
半
、
放
翁
は
詩
鈔
、
と
も

に
覆
刻
あ
り
。
三
家
の
詩
、
ひ
と
り
平
易
解
し
易
き
の
み
な
ら
ず
、
兼
ね
て
、

そ
の
書
の
得
易
き
に
因
り
て
、
自
然
流
傳
の
廣
き
を
致
せ
し
も
の
と
思
は
る
」

と
指
摘
回
想
し
て
い
る
。

て
ら

自
然
な
性
情
の
発
露
を
重
ん
じ
、
「
僻
典
を
用
て
人
の
耳
目
を
衒
は
ず
」
　
（
篠

崎
小
竹
の
序
）
、
た
め
に
「
平
易
」
と
も
み
な
さ
れ
る
の
で
あ
ろ
う
が
、
と
り
わ

け
そ
の
若
々
し
い
感
受
性
や
熱
性
に
富
む
心
情
が
真
率
に
時
に
感
傷
的
に
表
現

さ
れ
て
い
る
張
船
山
の
青
年
期
の
詩
篇
が
、
和
刻
本
を
通
し
て
明
治
の
若
者
た

一
三
六

ち
の
一
部
に
そ
れ
ぞ
れ
濃
淡
強
弱
の
色
あ
い
の
差
こ
そ
あ
れ
、
迎
え
入
れ
ら
れ

た
の
は
確
か
な
よ
う
で
、
そ
の
一
端
を
こ
れ
か
ら
中
野
逍
遙
・
正
岡
子
規
・
与

謝
野
鉄
幹
の
三
人
に
つ
い
て
み
て
ゆ
き
た
い
と
思
う
。
逍
遙
と
子
規
は
慶
応
三

年
、
鉄
幹
は
明
治
六
年
生
ま
れ
で
、
い
ず
れ
も
幼
少
期
に
漢
学
の
素
養
を
身
に

つ
け
、
子
規
と
鉄
幹
は
少
年
期
そ
の
文
学
活
動
の
始
め
に
漢
詩
を
作
る
こ
と
に

熱
中
し
た
経
験
を
持
ち
、
逍
遙
は
　
「
古
詩
型
の
新
詩
才
」
　
（
日
夏
耿
之
介
の
語
）

と
し
て
明
治
浪
漫
文
学
史
に
そ
の
名
を
留
め
て
い
る
。

中
野
逍
遙
が
張
船
山
の
詩
を
読
ん
で
い
た
こ
と
に
つ
い
て
は
、
実
は
す
で
に

こ
れ
ま
で
の
札
記
の
中
で
言
及
し
た
こ
と
が
あ
る
。

例
え
ば
明
治
十
九
年
八
月
作
の
　
「
将
に
東
都
に
向
は
ん
と
し
て
留
別
す
」
　
二

首
其
二
　
（
『
逍
遙
遺
稿
』
正
編
）
　
に
、

ぬ

秋
風
吹
濕
蛾
眉
面
　
秋
風
吹
い
て
蛾
眉
の
面
を
湿
ら
す
は
て

醉
指
水
天
天
盡
畔
　
酔
ふ
て
水
天
を
指
せ
ば
天
尽
く
る
畔

憐
君
一
點
涙
香
痕
　
憐
れ
む
君
が
一
点
涙
香
の
痕

あ
ら

染
入
客
衣
不
堪
澣
　
染
み
て
客
衣
に
入
り
て
澣
ふ
に
堪
へ
ず

と
あ
る
が
、
こ
の
う
ち
三
・
四
句
は
、
張
船
山
二
十
六
歳
の
作
「
嘉
陵
江
上
立

つ
ま

春
、
内
に
寄
す
」
　
六
首
其
五
　
（
和
刻
本
『
船
山
詩
草
』
巻
三
、
出
山
小
草
※
以

下
、
『
船
山
詩
草
』
の
引
用
は
和
刻
本
の
巻
数
に
よ
る
）

ひ

　

び

客
行
日
巳
遠
　
客
行
　
日
巳
に
遠
く

碧
草
新
愁
滿
　
碧
草
　
新
愁
満
つ

香
涙
在
征
衣
　
香
涙
　
征
衣
に
在
り

あ
ら

因
君
不
忍
澣
　
君
に
因
り
て
澣
ふ
に
忍
び
ず

の
後
半
二
句
を
踏
ま
え
た
表
現
で
あ
る
こ
と
は
、
拙
稿
「
『
逍
遙
遺
稿
』
札
記
｜



『逍遙遺稿』札記

狂
殘
痴
詩
其
六
に
つ
い
て
｜
」
　
（
「
椙
山
女
学
園
大
学
研
究
論
集
」
第
二
十
三
号
、
一
九

九
二
年
）
　
の
中
で
も
指
摘
し
て
お
い
た
。
ち
な
み
に
、
近
年
、
　
中
国
に
お
い
て

も
わ
が
国
の
漢
詩
に
関
心
が
寄
せ
ら
れ
て
い
る
ら
し
く
、
簡
単
な
語
釈
を
つ
け

て
紹
介
す
る
書
物
が
幾
つ
か
出
版
さ
れ
て
い
る
よ
う
だ
が
、
そ
の
う
ち
の
一
冊
、

王
福
祥
・
汪
玉
林
・
呉
漢
櫻
編
『
日
本
漢
詩
〓
英
』
　
（
外
語
教
学
与
研
究
出
版
社
、

一
九
九
五
年
）
を
繙
い
て
み
る
と
、
逍
遙
の
こ
の
詩
を
収
録
し
、
結
句
に
注
を
つ

け
て
清
人
黄
景
仁
（
仲
則
）
「
山
鏗
」
詩
の
「
沙
辺
少
婦
来
っ
て
衣
を
澣
ひ
、
稚

子
自
ら
林
間
の
扉
を
守
る
」
と
い
う
二
句
が
引
い
て
あ
る
。
だ
が
、
詩
意
や
措

辞
か
ら
み
て
そ
れ
が
失
当
で
あ
る
こ
と
は
疑
い
な
い
。

こ
の
他
、
中
野
逍
遙
に
は
、
そ
の
詩
文
の
中
に
直
接
、
張
船
山
の
名
を
挙
げ

て
引
用
す
る
例
が
あ
る
。
昨
年
刊
行
さ
れ
た
中
野
逍
遙
研
究
史
上
初
の
専
著
で
、

逍
遙
の
故
郷
伊
予
宇
和
島
の
風
土
と
文
化
に
造
詣
が
深
く
長
年
に
わ
た
っ
て
逍

遙
や
そ
の
周
辺
の
人
々
に
関
す
る
貴
重
な
資
料
を
発
掘
さ
れ
て
来
ら
れ
た
川
崎

宏
氏
の
『
中
野
逍
遙
の
詩
と
そ
の
生
涯
｜
天
折
の
浪
漫
詩
人
』
　
（
愛
媛
県
文
化
振

興
財
団
、
一
九
九
六
年
三
月
）
に
示
さ
れ
て
い
る
逍
遙
二
十
歳
の
旅
日
記
「
涙
華
紀

行
」
、
こ
れ
は
明
治
十
九
年
八
月
二
十
二
日
、
十
日
許
り
の
帰
省
を
終
え
て
宇
和

島
を
発
ち
、
九
月
二
日
東
京
に
至
る
間
の
日
記
で
あ
る
が
、
そ
の
中
に
、

｜
乃
ち
張
間
陶
が
遂
寧
を
辞
す
る
の
詩

高
堂
雪
鬢
如
垂
絲
　
階
前
再
拜
將
安
之
　
附
書
他
日
空
傷
別
　
何
似

臨
岐
立
少
時
　
市
橋
水
濁
流
偏
駛
　
水
清
不
照
遠
遊
子
　
關
山
遼
闊

客
心
長
　
萬
里
之
行
從
此
始

を
三
誦
し
て
旬
日
の
残
夢
を
十
里
の
家
山
に
留
め
、
江
上
の
波
は
美
人
の

涙
と
共
に
東
方
万
里
の
舟
を
送
り
ぬ
。

と
、
張
船
山
の
名
が
見
え
て
い
る
。
な
お
、
最
初
に
掲
げ
た
逍
遙
の
留
別
詩
も

ち
ょ
う
ど
同
じ
時
の
作
で
、
名
残
り
を
惜
し
み
逍
遙
の
旅
衣
を
涙
で
ぬ
ら
し
た

美
人
と
い
う
の
は
、
ど
う
や
ら
親
戚
の
む
す
め
の
　
「
お
し
づ
さ
ん
」
を
念
頭
に

お
い
て
い
る
ら
し
い
の
だ
が
（
「
『
逍
遙
遺
稿
』
札
記
｜
故
郷
の
恋
人
の
こ
と
他
｜
」
『
椙

山
女
学
園
大
学
短
期
大
学
部
二
十
周
年
記
念
論
集
』
一
九
八
九
年
参
照
）
、
実
際
、
別
れ
に

臨
ん
で
二
人
の
間
に
そ
れ
ほ
ど
の
愁
嘆
場
が
あ
っ
た
か
ど
う
か
は
あ
え
て
詮
索

す
る
こ
と
も
な
い
だ
ろ
う
。
そ
れ
は
と
も
か
く
、
こ
こ
に
引
か
れ
て
い
る
詩
は
、

船
山
二
十
六
歳
の
作
で
原
題
を
「
己
酉
十
一
月
七
日
、
遂
寧
の
西
門
橋
下
に
家

人
に
別
る
」
　
（
『
船
山
詩
草
』
巻
三
、
出
山
小
草
）
と
い
い
、
そ
の
後
半
部
で
あ

る
。
簡
単
な
語
釈
を
附
し
て
挙
げ
て
お
く
。

去
年
話
別
青
春
深
　
去
年
　
別
れ
を
話
し
て
青
春
深
く

燕
山
落
日
多
歸
心
　
燕
山
の
落
日
　
帰
心
多
し

今
年
暫
歸
足
高
寄
　
今
年
　
暫
く
帰
り
て
高
寄
足
り

車
馬
催
人
随
計
吏
　
車
馬
　
人
を
催
し
て
計
吏
に
随
は
し
む

能
分
骨
肉
是
浮
名
　
能
く
骨
肉
を
分
つ
は
是
れ
浮
名

ご
と

似
此
毛
錐
眞
可
棄
　
此
の
似
き
毛
錐
　
真
に
棄
つ
可
し

高
堂
雪
鬢
如
垂
絲
　
高
堂
の
雪
鬢
　
垂
糸
の
如
し

い
づ
く

ゆ

階
前
再
拜
將
安
之
　
階
前
に
再
拝
し
て
将
に
安
に
か
之
か
ん
と
す

附
書
他
日
空
傷
別
　
書
を
附
せ
ば
他
日
空
し
く
別
れ
を
傷
ま
ん

何
似
臨
岐
立
少
時
　
何
ぞ
似
ん
岐
に
臨
み
て
立
つ
こ
と
少
時
な
る
に

は
や

市
橋
水
濁
流
偏
駛
　
市
橋
　
水
濁
り
て
流
れ
偏
へ
に
駛
く

す

水
淸
不
照
遠
遊
子
　
水
清
む
も
遠
遊
の
子
を
照
ら
さ
ず

關
山
遼
闊
客
心
長
　
関
山
遼
闊
と
し
て
客
心
長
く

よ

萬
里
之
行
從
此
始
　
万
里
の
行
は
此
れ
従
り
始
ま
る

○
話
別
　
別
れ
に
の
ぞ
ん
で
語
ら
う
。
別
れ
の
挨
拶
を
す
る
。
○
青
春
深
　
春
た
け

な
わ
。
○
燕
山
　
北
京
附
近
の
山
々
。
○
高
寄
　
齷
齪
と
し
た
現
実
を
離
れ
の
び
の

び
と
し
た
心
持
ち
。
○
随
計
吏
　
計
更
は
、
漢
代
、
年
に
一
度
都
に
上
っ
て
地
方
の

一
三
七
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財
政
報
告
を
し
た
官
吏
。
そ
の
際
、
朝
廷
に
推
挙
さ
れ
る
人
材
を
伴
っ
て
上
京
し
た

こ
と
か
ら
、
「
計
吏
に
随
ふ
」
　
と
は
、
首
都
北
京
で
の
進
士
の
試
験
に
赴
く
こ
と
を

い
う
。
○
浮
名
　
実
体
の
伴
わ
な
い
名
声
。
○
毛
錐
　
筆
。
転
じ
て
詩
文
の
才
。
○

高
堂
　
座
敷
。
父
母
の
居
る
所
か
ら
転
じ
て
父
母
を
指
す
。
○
雪
鬢
　
白
く
な
っ
た

鬢
。
○
糸
　
絹
糸
。
白
髪
を
喩
え
る
。
○
附
書
　
手
紙
を
寄
せ
る
。
○
何
似
　
～
と

比
べ
て
ど
う
か
。
如
か
ず
の
意
。
○
岐
　
分
れ
道
。
○
少
時
　
し
ば
し
。
○
関
山

辺
境
の
山
並
み
。
こ
こ
で
は
四
川
の
山
々
。
○
遼
闊
　
果
て
し
な
く
続
く
。
○
万
里

之
行
云
々
　
三
国
時
代
、
蜀
の
費
〓
が
呉
に
使
い
す
る
時
、
成
都
城
外
の
橋
の
た
も

と
で
　
「
万
里
の
路
は
此
の
行
に
始
ま
る
〕
　
と
嘆
じ
た
と
い
う
。

更
に
、
も
う
一
つ
、
明
治
二
十
五
年
十
二
月
作
の
　
「
狂
残
痴
詩
」
十
首
の
後

序
（
『
逍
遙
遺
稿
』
外
編
）
　
に
、

マ

マ

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

も

と

｜
昔
者
、
林
西
崖
緑
端
硯
を
贖
ひ
て
、
家
に
藏
す
。
故
張
船
山
の
高
租
の

寶
と
す
る
所
な
り
。
西
崖
、
船
山
の
詩
を
讀
み
て
、
之
を
愛
し
、
贅
し
て

あ
ら
か
じ

門
に
入
る
。
而
し
て
端
硯
は
豫
め
納
綵
の
物
と
爲
す
。
狂
殘
の
詩
、
篋
底

に
朽
ち
ん
か
、
將
た
南
枝
の
縁
を
續
が
ん
か
。
之
を
讀
む
は
人
に
在
り
、

得
失
は
皆
天
の
み
。
｜

と
記
し
て
、
船
山
の
い
わ
ゆ
る
硯
縁
の
故
事
を
わ
が
身
に
引
き
較
べ
て
述
べ
る

例
が
あ
る
。
「
狂
残
」
の
狂
は
狂
骨
子
中
野
逍
遙
、
残
は
残
月
子
佐
々
木
信
綱
の

こ
と
で
、
両
者
両
様
に
恋
の
悩
み
を
抱
き
悶
々
と
し
て
い
た
時
期
の
作
で
あ
る
。

「
南
枝
」
　
は
南
条
貞
子
、
逍
遙
が
報
わ
れ
ぬ
想
い
を
捧
げ
て
い
た
女
性
。
さ
て
、

張
船
山
の
硯
縁
の
故
事
と
い
う
の
は
、
『
船
山
詩
草
』
巻
三
、
出
山
小
草
に
見
え

る
。
婦
翁
林
西
厓
先
生
、
初
め
て
成
都
縣
に
任
ぜ
ら
れ
し
時
、
人
有
り
古
硯
を

持
し
て
售
ら
ん
こ
と
を
求
む
。
匣
上
玉
符
あ
り
、
一
符
の
下
に
銘
有
り
。

た

ま

よ

其
の
末
に
云
ふ
、
錫
ふ
に
大
君
自
り
す
。
之
を
渠
厦
（
大
き
な

建
物

）
　
に
藏
す
。

一
三
八

子
孫
之
を
寶
と
し
、
有
徳
者
に
傳
へ
よ
と
。
翁
、
故
家
（
由
緒
あ

る
家

）
　
の
賜
物

爲
る
を
知
り
、
贖
ひ
て
之
を
藏
す
。
後
二
十
年
、
余
、
其
の
家
に
贅
　
（
婿と

なる

）
　
し
て
之
を
見
る
。
實
に
先
（
今
は
亡
き

）
　
高
祖
文
端
公
　
（
強
鵬
〓

の
謚

）
　
の
千
叟
宴

（

康
熈
五
十
二
年
宮
中
で

催
さ
れ
た
敬
老
の
宴

）
に
赴
き
し
時
、
仁
廟
（
康
熈
帝

）
　
の
賜
ひ
し
所
の
緑
端
硯
な

ひ
さ

り
。
族
人
の
鬻
ぐ
所
と
爲
る
。
婦
に
述
ぶ
る
に
、
婦
以
て
翁
に
告
ぐ
。
翁
、

驚
喜
し
て
硯
を
以
て
余
に
歸
し
、
且
つ
曰
く
、
吾
始
め
君
の
詩
を
讀
み
て

之
を
愛
す
。
因
っ
て
女
を
以
て
君
に
妻
す
。
豈
に
二
十
年
前
に
君
が
早
に

此
を
以
て
納
采
（
ゆ
い
の
う

な

　

　

　

　

　

お

も

）
　
の
物
と
作
さ
ん
と
意
は
ん
や
と
。
余
固
よ
り
徳
に

か
な

傳
へ
よ
の
言
に
副
ふ
に
足
ら
ず
。
然
れ
ど
も
得
失
は
數
（
う
ん
め
い

）
有
り
。
婚

姻
は
縁
有
り
。
亦
た
奇
と
す
る
に
足
る
な
り
。
硯
縁
詩
四
首
を
作
り
之
を

誌
す
。

こ
れ
は
、
船
山
二
十
六
歳
の
作
。
最
初
の
妻
を
三
年
足
ら
ず
の
結
婚
生
活
で

失
な
っ
た
後
、
二
十
四
歳
の
時
に
娶
っ
た
の
が
林
〓
（
字
は
西
厓
）
　
の
女
佩
環

で
、
先
に
挙
げ
た
　
「
嘉
陵
江
上
立
春
、
内
に
寄
す
」
詩
は
、
こ
の
二
度
目
の
妻

林
氏
に
寄
せ
た
作
で
あ
る
。

以
上
、
中
野
逍
遙
が
張
船
山
に
言
及
し
て
い
る
箇
所
を
挙
げ
た
が
、
次
に
正

岡
子
規
に
つ
い
て
み
て
ゆ
く
こ
と
に
す
る
。

子
規
の
場
合
に
は
、
二
十
三
・
四
歳
の
頃
に
張
船
山
の
韻
に
次
す
る
詩
を
四

首
作
り
　
（
講
談
社
版
『
子
規
全
集
』
第
八
巻
漢
詩
稿
）
、
文
科
大
学
国
文
科
二
年
次
の

ノ
ー
ト
に
『
船
山
詩
草
』
か
ら
の
摘
句
を
書
き
留
め
て
い
る
（
『
子
規
全
集
』
第
二

十
一
巻
草
稿
・
ノ
ー
ト
）
。
ま
ず
、
次
韻
詩
の
実
例
を
一
つ
示
し
て
お
こ
う
。

明
治
二
十
三
年
の
作
に
「
新
年
書
懐
　
言
志
会
席
上
次
張
船
山
韵
」
と
題
す
る
詩

が
あ
る
。



『逍遙遺稿』札記

◎

海
外
未
能
傅
姓
名
　
海
外
未
だ
姓
名
を
伝
ふ
る
能
は
ず

◎

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

い

か

又
迎
元
旦
若
為
情
　
又
た
元
旦
を
迎
ふ
　
若
為
な
る
情
ぞ

千
秋
功
業
悠
〓
遠
　
千
秋
の
功
業
　
悠
々
と
し
て
遠
く

◎

廿
歳
星
霜
忽
〓
征
　
廿
歳
の
星
霜
　
忽
々
と
し
て
征
く

な

げ

夜
半
学
文
嗟
病
骨
　
夜
半
　
文
を
学
び
て
病
骨
を
嗟
く

◎

古
来
成
事
在
書
生
　
古
来
　
事
を
成
す
は
書
生
に
在
り

よ

〓
凭
破
几
貪
閒
睡
　
倦
み
て
破
几
に
凭
り
て
閑
睡
を
貪
れ
ば

◎

　

　

　

　

め

ぐ

梦
遶
英
州
龍
動
城
　
夢
は
遶
る
英
州
龍
動
城

「
龍
動
」
　
は
ロ
ン
ド
ン
の
宛
字
。
詩
形
は
七
言
律
詩
で
、
韻
字
は
名
・
情
・

征
・
生
・
城
　
（
下
平
声
庚
韻
）
。

こ
れ
は
、
『
船
山
詩
草
』
巻
二
、
戌
丁
集
の
「
臘
月
初
一
日
、
燕
子
磯
に
て
陳

〓
園
典
冑
父
子
に
遇
ふ
」
　
詩
、

◎

隔
水
何
人
識
姓
名
　
水
を
隔
て
て
何
人
か
姓
名
を
識
ら
ん

◎

　

　

（

と

ま

）

　

　

　

　

　

　

た

ち

ま

　

　

　

　

　

い

　

か

推
篷
乍
見
若
爲
〓
　
篷
を
推
し
て
乍
ち
見
る
若
為
な
る
情
ぞ

煙
波
執
手
皆
疑
夢
　
煙
波
　
手
を
執
り
皆
夢
か
と
疑
ふ

◎

天
海
驚
心
共
遠
征
　
天
海
　
心
を
驚
か
す
共
に
遠
征

梗
泛
十
年
憐
薄
宦
　
梗
泛
十
年
　
薄
官
を
憐
れ
み

◎

萍
蹤
千
里
笑
浮
生
　
萍
蹤
千
里
　
浮
生
を
笑
ふ

な

忽
忽
又
作
鑾
江
別
　
忽
忽
と
し
て
又
た
作
す
鑾
江
の
別
れ

◎

今
夜
孤
帆
鐵
甕
城
　
今
夜
　
孤
帆
　
鉄
甕
城

の
韻
字
を
そ
の
順
序
通
り
に
踏
ん
だ
も
の
で
あ
る
が
、
読
み
比
べ
て
わ
か
る
よ

う
に
、
正
岡
子
規
の
次
韻
詩
は
も
と
の
船
山
の
作
と
は
テ
ー
マ
に
お
い
て
も
内

容
の
上
で
も
全
く
関
連
す
る
と
こ
ろ
が
な
い
。
ち
な
み
に
、
幕
末
か
ら
明
治
前

期
の
漢
詩
壇
に
あ
っ
て
つ
と
に
清
詩
を
鼓
吹
し
、
自
身
も
張
船
山
の
絶
句
を
含

む
『
清
三
家
絶
句
』
（
他
に
陳
碧
城
、
郭
頻
伽
）
を
明
治
十
一
年
に
刊
行
し
た
森

春
濤
　
（
文
政
二
～
明
治
二
二
）
　
に
は
　
「
冬
日
遣
懐
用
張
船
山
韻
」
　
と
題
す
る
七
律

（
『
春
濤
詩
鈔
』
巻
九
）
が
あ
る
が
、
こ
れ
は
船
山
の
「
冬
日
遣
懐
」
詩
（
『
船
山

詩
草
』
　
二
集
巻
六
、
京
朝
集
）
　
に
次
韻
し
た
作
で
、
同
一
の
題
目
テ
ー
マ
に
依

り
つ
つ
原
詩
と
は
ま
た
違
っ
た
感
慨
を
詠
じ
て
い
る
。
一
般
に
古
人
の
詩
に
次

韻
す
る
場
合
に
は
、
も
と
の
作
品
を
多
少
な
り
と
も
意
識
し
な
が
ら
新
た
な
詩

趣
を
作
り
出
そ
う
と
試
み
る
の
が
普
通
で
あ
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
が
、
そ
の
点

か
ら
言
え
ば
、
子
規
が
張
船
山
詩
に
次
韻
し
た
四
作
は
、
　
い
ず
れ
も
た
だ
韻
字

の
配
列
の
仕
方
を
倣
っ
た
と
い
う
に
過
ぎ
な
い
よ
う
で
あ
る
。
他
の
三
作
に
つ

い
て
、
そ
の
詩
題
と
韻
字
及
び
そ
れ
に
対
応
す
る
船
山
の
詩
を
示
す
と
、
　
次
の

通
り
で
あ
る
。

〔
明
治
二
十
二
年
〕

〇
十
二
月
五
日
内
藤
先
生
宅
開
言
志
會
席
上
次
船
山
集
中
韻

七
言
律
詩
　
韻
字
：
枝
・
詞
・
離
・
詩
・
糸
（
上
平
声
支
韻
）

原
『
船
山
詩
草
』
巻
一
、
戌
丁
集
「
春
日
感
懐
」
詩

○
同
席
一
戯
作
歳
晩
詩
次
船
山
詩
韵
狂
体

七
言
律
詩
　
韻
字
：
驂
・
貧
・
担
（
擔
）
・
南
・
藍
（
下
平
声
覃
韻
）

原
『
船
山
詩
草
』
巻
三
、
出
山
小
草
「
滿
城
道
中
望
西
山
」
詩

※
藍
字
、
原
は
籃
に
作
る
。

〔
明
治
二
十
三
年
〕

○
春
郊
散
策
圖
次
張
船
山
詩
韻

七
言
律
詩
　
韻
字
：
斉
・
西
・
低
・
啼
・
渓
（
上
平
声
斉
韻
）

原
『
船
山
詩
草
』
巻
四
、
出
山
小
草
「
晩
過
修
武
」
詩

子
規
が
張
船
山
詩
に
次
韻
を
試
み
て
い
る
の
は
、
す
べ
て
明
治
二
十
二
年
十

一
月
に
内
藤
鳴
雪
（
南
塘
）
・
竹
村
鍛
（
〓
卿
）
と
共
に
起
し
た
漢
詩
や
俳
句
の

会
、
言
志
会
席
上
の
こ
と
で
あ
っ
て
、
そ
こ
に
は
師
友
と
競
い
合
い
楽
し
み
な

一
三
九
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が
ら
詩
や
句
を
捻
る
と
い
っ
た
知
的
な
遊
び
の
要
素
が
多
分
に
あ
っ
た
。
そ
の

意
味
で
は
、
先
に
述
べ
た
中
野
逍
遥
や
後
で
み
て
ゆ
く
与
謝
野
鉄
幹
の
場
合
と

は
異
な
る
張
船
山
詩
受
容
の
仕
方
が
見
ら
れ
る
。
わ
が
思
い
の
丈
を
表
現
す
る

た
め
に
直
接
自
ら
の
詩
文
の
中
に
張
船
山
の
名
を
挙
げ
た
り
そ
の
語
句
を
引
用

す
る
と
い
っ
た
こ
と
は
、
子
規
に
は
な
い
。
た
だ
そ
う
で
は
あ
っ
て
も
、
国
文

科
二
年
次
の
明
治
二
十
五
年
三
月
四
日
附
の
ノ
ー
ト
に
［
雑
録
］
と
し
て
、
『
船

山
詩
草
』
第
二
集
巻
一
、
松
〓
集
の
中
か
ら
幾
つ
か
摘
句
し
て
こ
れ
を
書
き
留

め
て
い
る
か
ら
、
子
規
が
そ
れ
な
り
に
『
船
山
詩
草
』
に
関
心
を
持
ち
、
か
な

り
読
み
こ
ん
で
い
た
こ
と
は
確
か
な
よ
う
だ
。
子
規
の
好
尚
を
窺
う
意
味
で
、

次
に
参
考
ま
で
に
挙
げ
て
お
く
。

船
山

直
使
天
驚
眞
快
事
能
遭
人
罵
是
奇
才
　
…
…
…
（
A
）

天
若
有
〓
猶
識
我
人
如
無
命
不
須
才
…
…
…
（
B
）

便
將
奇
壽
敵
鴻
荒
。
轉
眼
終
須
致
北
〓
。

佛
老
看
空
聊
縱
酒
。
海
天
遊
遍
且
思
郷
。

竟
逢
知
己
何
妨
死
。
来
遇
傾
城
不
肯
狂
。

梦
蹈
翠
虚
陪
上
帝
。
笑
看
傀
儡
競
登
場
　
…
…
（
C
）

マ

マ

小
婢
上
燈
花
歎
暮
蠻
奴
掃
雪
箒
無
聲
　
　
…
‥
（
D
）

（
A
）
は
、
「
孫
淵
如
星
淵
前
輩
の
雨
粟
楼
に
題
す
」
　
（
七
律
）
　
の
領
聯
。

た直
だ
天
を
し
て
驚
か
し
む
る
は
真
に
快
事
、
能
く
人
に
遭
っ
て
罵
る
は
是

れ
奇
才

（
B
）
は
、
「
仏
前
に
酒
を
飲
み
浩
然
と
し
て
得
る
有
り
」
四
首
其
二
　
（
七
律
）
　
の

頷
聯
。

も

も

も
ち

天
若
し
情
有
ら
ば
猶
ほ
我
を
識
ら
ん
、
人
如
し
命
無
く
ん
ば
才
を
須
ひ
ず

○
命
　
天
命
の
意
。

一
四
〇

（
C
）
は
、
（
B
）
の
詩
の
其
四
　
（
七
律
）

た

と

　

　

　

　

　

　

　

も

便
ひ
奇
寿
を
将
っ
て
鴻
荒
に
敵
せ
ん
も
、
眼
を
転
ず
れ
ば
終
に
須
ら
く
北

い

さ

さ

　

　

　

ほ

し

い

ま

ま

〓
に
到
る
べ
し
。
仏
老
看
る
こ
と
空
に
し
て
聊
か
酒
を
縦
に
し
、
海
天
遊

あ

ま

ね

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

つ

ひ

ぶ
こ
と
遍
く
且
つ
郷
を
思
ふ
。
竟
に
知
己
に
逢
は
ば
何
ぞ
死
す
る
を
妨
げ

ふ

ん
、
末
だ
傾
城
に
遇
は
ざ
れ
ば
肯
へ
て
狂
せ
ず
。
夢
に
翠
虚
を
蹈
み
上
帝

に
陪
し
、
笑
っ
て
看
る
傀
儡
競
っ
て
登
場
す
る
を
。

○
奇
寿
　
例
え
ば
、
黄
帝
が
三
百
歳
ま
で
生
き
た
と
い
う
よ
う
な
と
ん
で
も
な
い
長

寿
。
○
敵
　
相
手
に
す
る
。
匹
敵
。
○
鴻
荒
　
太
古
の
世
。
○
転
眼
　
あ
っ
と
い
う

間
に
。
○
北
〓
　
洛
陽
の
北
に
あ
る
山
名
。
古
来
、
墓
地
と
し
て
有
名
。
○
仏
老

釈
迦
や
老
子
。
○
海
天
　
海
内
。
中
国
各
地
。
〇
傾
城
　
絶
世
の
美
女
。
○
翠
虚

大
空
。
○
上
帝
　
天
帝
。
○
傀
儡
　
操
人
形
。
下
ら
な
い
人
間
ど
も
の
喩
え
。

つ
ま

（
D
）
は
、
「
春
日
内
を
憶
ふ
」
詩
（
七
律
）
　
の
領
聯
。

※

小
婢
燈
火
を
上
し
て
花
暮
れ
ん
と
欲
し
、
蛮
奴
雪
を
掃
っ
て
箒
に
声
無
し

※
　
「
欲
」
字
、
『
子
規
全
集
』
　
で
は
歎
に
作
る
。

以
上
、
正
岡
子
規
が
張
船
山
の
韻
に
次
し
た
作
と
ノ
ー
ト
に
抜
き
書
し
た
詩

句
と
を
挙
げ
た
が
、
最
後
に
与
謝
野
鉄
幹
に
つ
い
て
み
て
み
よ
う
。

鉄
幹
の
場
合
、
明
治
三
十
四
年
彼
が
二
十
九
歳
の
時
に
上
梓
し
た
第
三
詩
歌

集
『
鐵
幹
子
』
の
中
に
、
「
懊
惱
」
と
題
す
る
新
体
詩
が
あ
っ
て
、
そ
こ
に
張
船

山
の
名
が
見
え
る
。

こ
の
詩
は
、
「
一
劔
天
下
の
志
」
を
抱
き
な
が
ら
、
「
吾
運
拙
く
」
支
那
朝
鮮

で
の
雄
飛
の
夢
破
れ
鬱
々
と
す
る
〈
若
も
の
〉
に
、
〈
老
い
た
る
友
〉
と
〈
若
き

友
〉
と
が
そ
れ
ぞ
れ
慰
藉
激
励
の
言
葉
を
か
け
、
そ
れ
に
応
え
て
〈
若
も
の
〉

が
己
れ
の
心
境
を
吐
露
す
る
と
い
う
構
成
に
な
っ
て
お
り
、
〈
若
も
の
〉
の
姿
に
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鉄
幹
自
身
が
形
象
化
さ
れ
て
い
る
ば
か
り
で
は
な
く
、
二
人
の
友
そ
れ
ぞ
れ
が

揺
れ
動
く
鉄
幹
の
思
考
心
情
を
反
映
し
た
存
在
と
な
っ
て
い
る
。
そ
し
て
三
人

の
言
葉
は
四
行
一
連
の
五
連
ず
つ
で
示
さ
れ
、
す
べ
て
十
五
連
六
十
行
に
わ
た

る
長
詩
で
あ
る
。

最
初
に
登
場
す
る
の
は
　
〈
老
い
た
る
友
〉
　
で
、
こ
の
男
も
か
つ
て
は
少
年
の

血
を
滾
ら
せ
功
名
を
夢
み
た
こ
と
も
あ
っ
た
が
、
今
で
は
す
っ
か
り
家
産
を
蕩

尽
し
て
帰
る
べ
き
故
郷
を
失
な
い
、
係
累
を
抱
え
た
ま
ま
裏
長
屋
で
の
佗
暮
し
。

そ
の
男
が
い
う
、

そ
ぼ
ふ
る
窓
に
書
を
讀
め
ば
／
船
山
が
詩
の
悲
し
き
や
／

見
よ
歌
ひ
て
は
ふ
る
さ
と
を
／
戀
ふ
る
涙
の
あ
つ
き
哉

げ
に
功
名
は
何
者
ぞ
／
少
年
の
血
を
激
し
て
は
／

こ

が

ね

南
船
北
馬
徒
ら
に
／
黄
金
を
盡
し
身
を
破
る

こ
れ
に
対
し
て
、
血
気
に
逸
り
い
ま
だ
挫
折
の
苦
味
を
嘗
め
た
こ
と
の
な
い

〈
若
き
友
〉
　
は
、
「
老
い
た
る
人
の
繰
言
に
／
耳
傾
く
る
事
な
か
れ
／
な
ど
書
を

よ
み
し
若
者
の
／
そ
の
悲
み
を
知
ら
ざ
ら
ん
」
と
　
〈
若
も
の
〉
　
に
訴
え
、

三
十
に
し
て
名
を
ば
揚
げ
／
四
十
に
し
て
ぞ
山
に
入
る
／

鬢
に
白
髪
の
生
ひ
ざ
ら
ば
／
英
雄
死
す
と
も
悔
あ
ら
じ

げ
に
心
地
よ
き
船
山
の
／
こ
の
句
を
吾
は
と
ら
ん
哉
／

の

ぞ

み

夜
半
の
劔
に
光
な
き
も
／
た
け
き
男
の
子
に
希
望
あ
り

と
己
が
抱
負
を
熱
く
語
り
か
け
る
。
し
か
し
、
〈
若
も
の
〉
に
と
っ
て
は
、
結
局

二
人
の
友
の
忠
告
も
己
が
懊
悩
を
救
う
ま
で
に
は
至
ら
な
い
。
夢
破
れ
た
か
ら

と
い
っ
て
佗
住
ま
い
に
空
し
く
埋
れ
朽
ち
ん
に
は
ま
だ
熱
き
血
が
冷
え
切
っ
て

お
ら
ず
、
た
だ
勇
ま
し
い
だ
け
の
大
言
壮
語
に
振
い
立
つ
に
は
あ
ま
り
に
も
現

実
の
壁
の
厚
さ
を
知
り
す
ぎ
た
。
〈
若
も
の
〉
の
迷
い
は
深
ま
り
こ
そ
す
れ
、
新

た
な
希
望
は
見
い
出
せ
ず
、
た
だ
「
お
の
が
詩
を
市
に
抱
き
て
獨
泣
く
」
ば
か
り
。

そ
し
て
最
後
は
、

老
い
た
る
友
よ
あ
り
が
た
き
／
君
が
諫
に
た
ゆ
た
ひ
ぬ
／

心
の
友
よ
勇
し
き
／
君
が
言
葉
を
は
た
い
か
に
せ
ん

と
結
ば
れ
て
、
「
懊
惱
」
　
詩
は
終
っ
て
い
る
。

こ
の
作
品
の
中
で
　
〈
若
き
友
〉
　
が
引
い
て
い
る
の
が
、
張
船
山
十
五
歳
の
作

「
壮
志
」
詩
の
冒
頭
四
句
で
、
こ
れ
は
『
船
山
詩
草
』
巻
一
、
戌
丁
集
の
巻
頭
に

載
せ
ら
れ
て
い
る
。

三
十
立
功
名
　
三
十
に
し
て
功
名
を
立
て

四
十
退
山
谷
　
四
十
に
し
て
山
谷
に
退
く

不
見
兩
鬢
霜
　
両
鬢
の
霜
を
見
ざ
れ
ば

英
雄
死
亦
足
　
英
雄
死
す
と
も
亦
た
足
る

あ
あ

咄
嗟
少
年
子
　
咄
嗟
　
少
年
子

如
彼
玉
在
璞
　
彼
の
玉
　
璞
に
在
る
が
如
し

の
ぼ

光
氣
未
騰
天
　
光
気
　
未
だ
天
に
騰
ら
ず

魍
魎
抱
之
〓
　
魍
魎
と
し
て
之
を
抱
き
て
〓
す

人
生
不
得
志
　
人
生
　
志
を
得
ず

天
地
皆
拳
曲
　
天
地
　
皆
拳
曲
す

憤
慨
對
中
原
　
慷
慨
し
て
中
原
に
対
す

は

な

　

す

み

や

流
年
何
太
促
　
流
年
何
ぞ
太
だ
促
か
な
る

一
四
一



二　宮　俊　博

落
拓
大
布
衣
　
落
拓
た
る
大
布
衣

許
身
非
碌
碌
　
身
を
許
す
は
碌
々
た
る
に
非
ず

四
十
四
萬
言
　
四
十
四
万
言

す

く

は

か

り

ご

と

〓
軫
匡
時
略
　
隠
軫
た
り
時
を
匡
ふ
略

爲
天
子
大
臣
　
天
子
の
大
臣
と
為
り

上
書
繼
臣
朔
　
上
書
し
て
臣
朔
を
継
が
ん

○
足
　
満
足
。
○
咄
嗟
　
嘆
息
の
声
。
○
璞
　
あ
ら
た
ま
。
掘
り
出
し
た
ま
ま
で
磨

か
れ
ず
に
い
る
玉
。
す
ぐ
れ
た
才
能
が
ま
だ
世
に
出
て
真
価
を
発
揮
し
て
い
な
い
こ

と
の
喩
え
。
○
魍
魎
　
よ
る
べ
な
い
さ
ま
。
○
拳
曲
　
か
が
ま
る
。
○
中
原
　
中
国

の
中
央
部
。
○
落
拓
　
気
宇
壮
大
な
さ
ま
。
○
布
衣
　
ま
だ
仕
官
せ
ず
に
い
る
書

生
。
○
許
身
　
自
負
す
る
。
○
碌
碌
　
平
凡
な
さ
ま
。
○
隠
軫
　
盛
大
な
さ
ま
。
○

匡
時
略
　
時
世
の
病
弊
を
芟
除
し
改
革
す
る
意
見
政
策
。
○
臣
朔
　
朔
は
、
漢
の
東

方
朔
の
こ
と
。
武
帝
に
対
す
る
上
書
の
中
で
〔
十
六
歳
で
詩
書
を
十
九
歳
で
孫
呉
の

兵
書
を
学
び
、
あ
わ
せ
て
四
十
四
万
言
を
誦
す
る
こ
と
が
で
き
る
と
い
い
、
勇
な
る

こ
と
は
孟
賁
、
捷
な
る
こ
と
は
慶
忌
、
廉
な
る
こ
と
は
鮑
叔
、
信
な
る
こ
と
は
尾
生

の
如
く
で
あ
っ
て
天
子
の
大
臣
と
な
る
に
ふ
さ
わ
し
い
と
述
べ
て
い
る
（
『
漢
書
』
東

方
朔
伝
）
。

張
船
山
の
こ
の
詩
は
、
ま
だ
世
に
認
め
ら
れ
て
は
い
な
い
も
の
の
、
己
が
才

能
を
自
負
し
て
天
下
に
為
す
こ
と
有
ら
ん
と
切
に
期
し
、
一
旦
功
成
れ
ば
富
貴

に
恋
々
と
す
る
こ
と
な
く
潔
く
身
を
退
き
た
い
と
願
う
、
い
か
に
も
若
者
ら
し

い
熱
情
に
溢
れ
た
述
志
の
作
だ
が
、
そ
れ
だ
け
に
明
治
の
若
き
政
治
的
文
学
的

浪
漫
者
の
好
み
に
適
い
そ
の
胸
を
熱
く
し
た
の
だ
と
い
え
よ
う
。

そ
の
一
方
、
〈
老
い
た
る
友
〉
　
の
言
葉
の
中
に
見
え
る
　
「
南
船
北
馬
」
　
の
語

も
、
実
は
『
船
山
詩
草
』
に
し
ば
し
ば
用
い
ら
れ
て
お
り
、
張
船
山
十
九
歳
の

作
「
羇
旅
行
」
　
（
巻
一
、
戌
丁
集
）
　
に

一
四
二

男
皃
生
不
識
故
郷
　
男
児
生
ま
れ
て
故
郷
を
識
ら
ず

こ

　

　

い

づ

　

　

　

い

た

南
船
北
馬
伊
胡
底
　
南
船
北
馬
　
伊
れ
胡
く
に
底
ら
ん

二
十
三
歳
の
作
「
初
め
て
遂
寧
に
帰
り
て
作
る
」
詩
（
巻
一
、
戊
丁
集
）
　
に

北
馬
南
船
笑
此
身
　
北
馬
南
船
　
此
の
身
を
笑
ふ

（
は
た
ち
）

歸
來
己
是
廿
隼
人
　
帰
り
来
れ
ば
己
に
走
れ
廿
年
の
人

二
十
六
歳
の
作
「
人
目
偶
た
ま
作
る
」
　
詩
　
（
巻
三
、
戊
巳
集
）
　
に

こ
と
ご
と

南
船
北
馬
儘
飢
疲
　
南
船
北
馬
　
儘
く
飢
疲
し

皮
骨
空
存
不
支
病
　
皮
骨
空
し
く
存
し
て
病
を
支
へ
ず

等
の
用
例
が
あ
る
。

官
界
に
踏
み
出
す
上
で
の
最
大
の
難
関
、
進
士
及
第
を
め
ざ
し
生
計
を
講
ぜ

ん
が
た
め
に
、
故
郷
を
離
れ
家
人
と
別
れ
て
、
旅
食
の
索
漠
た
る
に
耐
え
風
抄

に
飽
く
、
文
字
通
り
南
船
北
馬
の
日
々
を
重
ね
た
若
き
船
山
の
詩
に
は
、
壮
志

雄
心
を
抱
き
つ
つ
も
一
方
で
当
然
な
が
ら
懐
郷
の
念
を
詠
じ
た
作
も
多
く
、
自

恃
と
は
う
ら
は
ら
に
失
意
が
顔
を
の
ぞ
か
せ
る
こ
と
も
ま
ま
あ
っ
た
。

船
山
二
十
三
歳
の
作
「
峡
に
入
り
て
病
中
亥
白
兄
の
作
に
同
ず
」
詩
三
首
（
巻

二
、
丙
午
集
）
は
、
兄
の
張
間
安
（
字
は
亥
白
）
　
の
作
に
唱
和
し
た
も
の
だ
が
、

其
二
に
は
、
廿
載
爲
兄
弟
　
廿
載
　
兄
弟
と
為
り

謀
生
事
事
違
　
生
を
謀
る
も
事
々
違
ふ

一
寒
何
至
此
一
寒
　
何
ぞ
此
に
至
れ
る

（

ほ

ん

そ

う

）

　

　

つ

ひ

三
匝
竟
無
依
　
三
匝
し
て
竟
に
依
る
無
し

よ
は
ひ

いよ

歯
壯
親
逾
老
　
歯
壮
ん
に
し
て
親
逾
い
よ
老
い

心
枯
髪
漸
稀
　
心
枯
れ
髪
漸
く
稀
な
り

相
看
懐
往
事
　
相
看
て
往
事
を
懐
ひ

そ
そ

熱
涙
灑
春
衣
　
熱
涙
　
春
衣
に
灑
ぐ
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と
詠
じ
ら
れ
、
そ
こ
に
は
相
手
が
兄
と
い
う
心
易
さ
か
ら
か
、
お
も
わ
ず
「
熱

き
涙
」
　
を
零
す
船
山
の
姿
を
見
る
こ
と
が
で
き
る
。

お
そ
ら
く
は
、
こ
う
し
た
詩
例
を
踏
ま
え
て
、
〈
若
き
友
〉
が
共
感
す
る
「
壮

志
」
　
と
は
相
反
す
る
船
山
の
一
面
を
〈
老
い
た
る
友
〉
　
が
汲
み
取
っ
て
い
る
の

で
あ
ろ
う
け
れ
ど
も
、
但
し
「
歌
ひ
て
は
ふ
る
さ
と
を
戀
ふ
る
涙
の
あ
つ
き
哉
」

こ
が
ね

と
か
　
「
南
船
北
馬
徒
ら
に
黄
金
を
盡
し
身
を
破
る
」
　
と
い
っ
た
述
懐
そ
の
も
の

は
、
『
船
山
詩
草
』
中
の
語
が
用
い
ら
れ
て
い
る
と
は
い
え
、
そ
の
心
情
が
完
全

に
二
致
す
る
と
い
う
わ
け
で
な
く
、
〈
老
い
た
る
友
〉
の
場
合
に
は
よ
り
感
傷
的

に
詠
じ
ら
れ
て
い
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

以
上
、
与
謝
野
鉄
幹
の
　
「
懊
惱
」
　
詩
と
そ
こ
に
引
か
れ
て
い
る
張
船
山
詩
と

に
つ
い
て
私
見
を
述
べ
た
。

＊

　

＊

　

＊

こ
の
ノ
ー
ト
で
は
、
中
野
逍
遙
・
正
岡
子
規
・
与
謝
野
鉄
幹
の
三
人
に
つ
い

て
、
明
治
期
に
広
く
読
ま
れ
た
と
い
う
張
船
山
詩
と
の
関
わ
り
を
具
体
的
に
み

て
ゆ
こ
う
と
試
み
た
の
で
あ
る
が
、
彼
ら
の
引
用
し
て
い
る
船
山
の
詩
句
や
次

韻
し
た
作
品
の
原
拠
を
列
挙
す
る
に
と
ど
ま
り
、
ご
く
表
面
的
な
一
瞥
に
終
始

し
て
し
ま
っ
た
。
そ
れ
に
三
人
の
作
品
す
べ
て
に
眼
を
通
し
た
わ
け
で
は
な
い

の
で
、
さ
だ
め
て
遺
漏
も
多
い
こ
と
と
思
う
。
こ
の
よ
う
に
、
論
考
と
い
う
に

は
不
備
き
わ
ま
り
な
い
代
物
だ
が
、
　
そ
れ
で
も
明
治
期
に
お
け
る
張
船
山
詩
の

流
行
ぶ
り
や
受
容
の
一
端
を
多
少
は
垣
間
見
る
こ
と
が
で
き
る
の
で
は
な
か
ろ

う
か
。
『
逍
遥
遺
稿
』
札
記
の
一
篇
と
し
て
、
私
な
り
に
気
づ
い
た
こ
と
を
覚
書

と
し
て
ま
と
め
た
所
以
で
あ
る
。

○
正
岡
子
規
の
　
「
題
中
野
君
所
示
文
後
」
詩
に
つ
い
て

前
稿
「
『
逍
遙
遺
稿
』
札
記
｜
鶴
鳴
い
て
月
の
都
を
思
ふ
か
な
　
子
規
と
逍
遙

｜
」
　
（
「
椙
山
女
学
園
大
学
研
究
論
集
」
第
二
十
七
号
、
一
九
九
六
年
）
に
お
い
て
、
中
野

逍
遙
と
正
岡
子
規
と
の
関
わ
り
を
逍
遙
の
子
規
宛
書
簡
や
子
規
の
逍
遥
追
悼
句

を
中
心
に
み
て
き
た
。
そ
の
際
、
明
治
十
七
年
と
も
に
大
学
予
備
門
に
入
り
、

高
等
中
学
二
年
の
時
に
は
同
じ
組
で
も
あ
っ
た
こ
の
二
人
が
、
「
互
い
に
親
し
く

言
葉
を
交
わ
し
往
き
来
す
る
よ
う
に
な
っ
た
の
具
体
的
に
い
つ
ご
ろ
か
ら
か
は

今
の
と
こ
ろ
不
明
だ
が
、
あ
る
程
度
交
際
が
密
に
な
っ
た
の
は
、
ど
う
や
ら
明

治
二
十
六
年
に
な
っ
て
か
ら
の
こ
と
だ
と
思
わ
れ
る
」
　
と
書
い
た
の
だ
が
、
今

回
改
め
て
講
談
社
版
『
子
規
全
集
』
第
八
巻
の
漢
詩
稿
を
繙
い
て
み
て
、
　
子
規

に
明
治
二
十
四
年
作
の
「
書
中
野
君
所
示
文
後
」
（
中
野
君
の
示
す
所
の
文
の
後

に
題
す
）
　
と
い
う
七
律
が
あ
る
の
に
気
づ
い
た
。

当
時
、
子
規
の
交
友
圏
内
に
在
っ
て
、
中
野
姓
で
あ
っ
て
し
か
も
そ
の
人
の

文
章
を
読
ん
だ
感
想
を
漢
詩
に
ま
と
め
て
こ
れ
を
示
す
と
い
っ
た
相
手
は
、
文

科
大
学
漠
学
科
に
進
ん
だ
逍
遙
中
野
重
太
郎
を
措
い
て
は
他
に
考
え
ら
れ
な
い
。

と
す
れ
ば
、
こ
の
子
規
の
詩
が
、
現
在
、
二
人
の
直
接
の
交
流
を
物
語
る
最
も

早
い
時
期
の
作
と
い
う
こ
と
に
な
ろ
う
。

子
規
の
七
律
と
い
う
の
は
、
次
の
よ
う
な
詩
で
あ
る
。

千
里
芳
魂
無
処
尋
　
千
里
芳
魂
　
尋
ぬ
る
に
処
無
く

ご

と

　

う

た

毎
思
徃
事
轉
難
禁
　
往
事
を
思
ふ
毎
に
転
た
禁
じ
難
し

菱
花
不
照
彩
〓
影
　
菱
花
　
照
ら
さ
ず
彩
鸞
の
影

錦
字
空
留
青
烏
普
　
錦
字
　
空
し
く
留
む
青
鳥
の
音

月
落
寒
房
香
梦
冷
　
月
　
寒
房
に
落
ち
て
　
香
夢
冷
や
か
に

苔
封
孤
塚
落
紅
深
　
苔
　
孤
塚
を
封
じ
て
　
落
紅
探
し

一
四
三



二　宮　俊　博

あ

や

に

生
憎
杜
宇
一
声
過
　
生
憎
く
杜
宇
一
声
過
ぎ

分
与
暗
愁
悩
客
心
　
暗
愁
を
分
与
し
て
客
心
を
悩
ま
す

○
芳
魂
　
美
人
の
魂
。
○
菱
花
　
菱
花
鏡
。
ひ
し
の
花
の
形
を
し
た
鏡
。
○
彩
〓

美
し
い
お
お
と
り
。
そ
の
昔
、
〓
賓
王
の
も
と
に
捕
え
ら
れ
三
年
も
鳴
か
ず
に
い
た

一
羽
の
鸞
鳥
が
鏡
を
見
せ
ら
れ
る
と
、
そ
こ
に
写
っ
た
姿
を
見
て
悲
鳴
し
て
息
絶
え

た
と
い
う
。
こ
こ
で
は
、
美
人
に
喩
え
る
。
○
錦
字
　
手
紙
。
前
奏
の
蘇
若
蘭
が
塞

外
の
地
に
流
さ
れ
た
夫
の
も
と
に
錦
を
織
り
上
げ
て
作
っ
た
回
文
の
詩
を
寄
せ
た
こ

と
に
よ
る
。
○
青
鳥
　
仙
女
西
王
母
の
使
い
。
恋
文
を
運
ぶ
使
者
。
○
寒
房
　
さ
む

ざ
む
と
し
た
部
屋
。
○
香
夢
　
恋
人
が
出
て
く
る
夢
。
○
落
紅
　
散
り
し
い
た
花

片
。
○
生
憎
　
い
ま
い
ま
し
い
、
憎
た
ら
し
い
。
生
は
、
は
な
は
だ
の
意
。
○
杜
宇

ほ
と
と
ぎ
す
。
〇
暗
愁
　
わ
け
も
な
く
起
る
愁
。
そ
こ
は
か
と
な
い
愁
。
ち
な
み

に
、
小
島
憲
之
『
こ
と
ば
の
重
み
｜
〓
外
の
謎
を
解
く
漢
語
』
　
（
新
潮
選
書
、
一
九

八
四
年
）
は
、
こ
の
言
葉
の
用
例
を
探
り
、
そ
れ
が
明
治
び
と
の
好
ん
だ
詩
語
で
あ

る
旨
、
考
證
さ
れ
て
い
る
。

こ
の
詩
は
、
そ
の
詩
法
と
内
容
か
ら
み
て
、
お
そ
ら
く
は
中
野
逍
遙
が
子
規

に
見
せ
た
一
文
を
要
約
し
た
も
の
だ
ろ
う
。
そ
う
だ
と
す
れ
ば
、
そ
れ
は
今
は

亡
き
恋
人
の
こ
と
を
異
郷
の
地
で
追
慕
す
る
男
の
姿
が
描
か
れ
た
小
説
め
い
た

文
章
、
そ
れ
も
漢
文
そ
の
も
の
か
あ
る
い
は
逍
遙
が
二
十
歳
か
ら
二
十
二
の
時

に
書
い
た
『
慈
涙
餘
滴
』
　
の
よ
う
な
漢
文
崩
の
文
体
で
書
か
れ
た
も
の
で
は
な

か
っ
た
か
と
想
像
さ
れ
る
の
だ
が
、
果
し
て
実
際
は
如
何
な
る
も
の
だ
っ
た
か

は
全
く
不
明
と
し
か
言
い
よ
う
が
な
い
。
も
し
か
す
る
と
、
逍
遙
二
十
二
歳
の

時
に
書
い
た
と
い
う
「
翡
翠
簾
」
が
そ
う
だ
っ
た
か
も
知
れ
な
い
と
空
想
を
ふ

く
ら
ま
せ
る
こ
と
は
で
き
て
も
、
そ
の
小
説
自
体
の
概
要
も
詳
か
で
な
い
今
、

何
一
つ
確
か
な
こ
と
は
わ
か
ら
ず
に
い
る
。
た
だ
、
逍
遙
か
ら
そ
の
文
章
を
示

さ
れ
た
時
、
子
規
は
ふ
だ
ん
あ
ま
り
喋
る
こ
と
の
な
い
こ
の
男
の
意
外
な
一
面

一
四
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を
見
た
思
い
が
し
た
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。
こ
れ
に
よ
っ
て
そ
の
後
た
と
え
急

速
に
交
際
が
深
ま
っ
た
と
い
う
わ
け
で
は
な
く
と
も
、
己
れ
と
は
資
質
を
異
に

し
た
逍
遙
を
侮
り
が
た
い
端
倪
す
べ
か
ら
ざ
る
存
在
と
し
て
認
め
た
の
で
は
あ

る
ま
い
か
。
そ
し
て
、
彼
を
　
〈
多
情
多
恨
〉
　
の
人
と
し
て
見
る
契
機
が
こ
の
明

治
二
十
四
年
の
詩
文
の
や
り
と
り
に
胚
胎
し
た
の
か
も
知
れ
な
い
。
そ
ん
な
こ

と
を
あ
れ
こ
れ
思
っ
て
み
た
く
な
る
子
規
の
詩
で
あ
る
。

以
上
、
前
回
の
札
記
で
言
い
及
ば
な
か
っ
た
正
岡
子
規
の
　
「
中
野
君
の
示
す

所
の
文
の
後
に
題
す
」
　
詩
に
つ
い
て
書
き
添
え
て
お
く
。

※
な
お
、
前
稿
に
は
、
次
の
よ
う
な
誤
記
誤
植
の
箇
所
が
あ
っ
た
の
で
、
つ
い
で
に
訂

正
さ
せ
て
い
た
だ
き
た
い
。

（

誤

）

　

　

　

　

（

正

）

一
〇
七
頁
下
段
十
行
目
　
　
四
賢
候
｜
四
賢
侯

一
一
〇
貢
上
段
十
三
行
目
　
桐
風
心
驚
｜
桐
風
驚
心

（
一
九
九
七
・
九
・
一
九
）

〔
補
記
〕

逸
見
久
美
氏
の
大
著
『
評
伝
・
與
謝
野
鐵
幹
晶
子
』
　
（
八
木
書
店
、
一
九
七
五
年
）

に
附
せ
ら
れ
て
い
る
　
「
与
謝
野
鉄
幹
・
晶
子
書
誌
」
　
に
よ
っ
て
、
鉄
幹
が
明
治

三
十
二
年
の
「
國
文
学
」
第
拾
號
文
苑
欄
に
、
「
少
年
如
我
眞
古
狂
（
張
船
山
）
」

と
題
す
る
短
歌
十
八
首
詩
一
篇
を
載
せ
て
い
る
こ
と
を
教
え
ら
れ
た
。
こ
の
「
少

年
我
の
如
き
は
真
に
古
狂
」
と
い
う
の
は
、
『
船
山
詩
革
』
二
集
巻
二
、
乞
假
還

山
集
上
に
収
め
ら
れ
た
船
山
二
十
八
歳
の
作
「
燕
豫
道
中
短
歌
」
　
に
見
え
る
句

で
あ
る
。
ち
な
み
に
「
古
狂
」
　
は
、
『
論
語
』
陽
貨
篇
に
「
古
の
狂
や
肆
、
今
の

狂
や
蕩
」
　
と
あ
る
の
を
踏
ま
え
た
表
現
で
、
古
の
狂
者
の
ご
と
く
、
志
ば
か
り

が
徒
ら
に
高
く
て
小
節
に
拘
わ
る
こ
と
な
く
自
由
奔
放
で
あ
る
こ
と
を
い
う
。

鉄
幹
の
作
品
に
、
「
懊
惱
」
詩
以
外
に
も
張
船
山
の
詩
句
を
引
用
し
た
例
が
あ
る



『逍遙遺稿』札記

こ
と
を
知
っ
た
の
で
、
ひ
と
ま
ず
こ
こ
に
書
き
加
え
て
お
く
。

（
一
九
九
七
・
九
・
二
二
）

一
四
五


